
安価な人件費を強みとする
国外事業者に案件が流出

区内事業者への受注あっせん
を担うコーディネーターの経
験がデータとして蓄積されて
いない

Web サイトを通じた受発注シ
ステム（自動見積システム等）
への対応の遅れ

企画・設計段階からの提案を
求める案件の増加等の発注
ニーズの変化に対する区内事
業者の対応の遅れ

大田区はものづくりの集積地として高い知名度を誇っているが、昭和58年をピークに製造業事業者が減少の一途を辿って
おり、産業競争力の低下が懸念されている。そこで、区内製造業事業者がこれまでより付加価値の高い案件を受注獲得で
きるように、AIを活用した受発注促進マッチングシステム及び Webサイトを実証的に開発し、効果を検証した。

「AIを活用した受発注促進マッチングシステム（以下、AIマッチングシステム）」及び「Webサイト」の開発を
行うことで、これまで区内事業者が得意としてきた受託加工型案件（図面通りの加工を行う案件）のみならず、
より付加価値の高い案件の受注拡大を図る。

情報発信により
発注者を誘導

1

3

2

4

自治体 関係企業・団体 事業期間

東京都大田区 公益財団法人大田区産業振興協会、
エヌ・ティ・ティレゾナント株式会社

平成30年度～令和元年度

課題と対応すべき事項

課題

AIマッチングシステム

区として対応すべき事項

Webサイト

実施体制 大田区、大田区産業振興協会、エヌ・ティ・ティレゾナントで実施し、東京都からのアドバイザーが伴走的な支援を実施した。

助言
助言

助言

委託 システム開発等を委託

付加価値案件の
受注拡大

・区内ものづくり事業者の発信力を強化
・区内事業者の有する技術や強み、成長産業分

野（モビリティ、ライフサイエンス、ロボティク
ス等）への対応力を対外的に訴求

・24時間対応や自動応答でマッチング機会を増加
・より付加価値の高い案件（成長産業分野や企画・設

計段階の案件等）への対応力を強化
・データの蓄積・分析で精度の高いマッチングを実現

区内事業者の
受注拡大のサポート強化

大田区
大田区

産業振興協会
（協会）

東京都から派遣したアドバイザー

AIを活用した受発注促進マッチングシステム及びWebサイトの開発

1

2

7-1. AIを活用した大田区版受発注促進マッチングシステムの開発

エヌ・ティ・ティ
レゾナント
（NTTR）
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受注候補先の区内事業者を検索するための機能として「① -1：AIチャットボット機能」「① -2：条件検索機能」を実装した。そ
れらの機能を通じて発注者に区内事業者をレコメンドし、その後のやり取りをサポートするための機能として「②：コンタク
ト機能」を実装した。

AIマッチングシステム

-1：AIチャットボット機能 -2：条件検索機能1 1

:コンタクト機能2

発注者が自動応答に沿って依頼したい内容を入力していくこ
とで、条件に合致する区内事業者をレコメンドする機能。発注
ニーズに応じてAIチャットボットの入口を分け、対応する自動
応答フローを設計することにより、多様なニーズに確実に応え
られるようにした。

発注者に区内事業者がレコメンドされた後、オンライン上での
迅速な交渉を進めるための機能。システム上でデータの受け
渡しも可能。

ご依頼の種別を下記の中から一つ選択してください。

ご依頼の産業を選択してください。

FA（自動化）

2020/03/04 11:05
早速お見積書を送付いただき、ありがとうございます。発
注書を添付しますので、3/30までに納品をお願いします。

2020/03/03 14:18
お見積依頼ありがとうございます。お見積書を添付しま
したので、ご確認お願いいたします。

2020/03/04 13:13
ご注文ありがとうございます。発注書を拝受いたしました。
3/30までに伝票含め、お納めさせていただきます。

発注者

受注者
（区内企業）

受注者
（区内企業）

もっと見る▼

構想から組み立てまで
すべて依頼したい方

図面をお持ちで加工
を依頼したい方

図面をお持ちでお任せ
で加工を依頼したい方

発注者が加工方法・材質・サイズ等を選択することで、適切な
区内事業者をレコメンドする機能。開発要件がある程度明確
に定まっている発注者の利用を想定して開発した。

【条件検索機能】

コンタクト機能

【AIチャットボット機能】

開発相談

FA
（自動化）

IoT
OA

検査・測定・
分析エネルギー エレクトロニクス

アパレル・
コスメ

光学

（スマート家電、
デジタル化など）

加工 一括発注

* 一括発注とは、様々な加工方法（旋盤、フライス盤、熱処理、研削、メッキ等）が
必要となる発注のこと。

事業内容
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対外的に大田区製造業のブランド価値を訴求するためのオウンドメディア（自ら保有するメディア）として開発。

約1年半の期間で実施した本事業は、大きく「①開発要件の明確化・開発」「②実証実験」というステップで進めた。

・区内事業者へのインタ
ビュー記事を掲載

・区内産業の技術力や強
み等を発信

以下に対するヒアリング調査を踏まえた開発
・発注者　　　・受注者
・コーディネーター（協会所属）

・AIマッチングシステム：10程度の企業・団体に限定
して実施

・Webサイト：一般公開して流入獲得状況等を検証

・大学教員・研究者や民
間企業の製品開発者
へのインタビュー記事
を掲載

・区内事業者の成長産業
分野への対応力を発信

Webサイト

開発及び実証実験の進め方

【主なヒアリング項目】

【主なヒアリング結果と機能への反映】

開発要件の明確化・開発1

先端技術フォーラム大田区ものづくり企業のご紹介

1 2開発要件の明確化・開発【約1年程度】 実証実験【約半年程度】

発注者 受注者 コーディネーター

・発注プロセス
・発注ニーズの変化
・マッチングシステムに求める機能 等

発注者による依頼内容が明確な場合やそうでない場合等、様々
な発注パターンがあることが分かった。

発注者の様々な要望に応えられるよう、AIチャットボット機能及
び条件検索機能を実装し、前者は依頼内容に応じて入口を分けた。

区内事業者の保有技術・設備・認証取得状況等の情報により、
依頼先を検討したいというニーズがあることが分かった。

レコメンド後の画面において、事業者に関する詳細情報を可
能な限り掲載した。

詳細条件の検討のため、発注者・区内事業者間でオンライン上で
迅速に交渉を進める機能に対してニーズがあることが分かった。

図面等のデータも含めてシステム上で迅速にやり取りできる
仕組みを構築した。

・受注プロセス
・保有技術・強み・特徴
・マッチングシステムに求める機能 等

・受発注プロセス
・発注ニーズの変化
・過去のあっせん業務経験 等

多様な発注パターン AIチャットボット機能・条件検索機能を実装結果

結果

結果

区内事業者の詳細情報に対するニーズ 区内事業者の詳細情報を掲載

オンライン上での迅速な交渉 コンタクト機能を実装

2

1

3
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システムの開発や実証実験を進める中で主に以下の3点の課題に直面したため、関係者間で議論して対応策を検討した。

各種機能の有効性や使いやすさ等を検証
・AIチャットボット機能
・条件検索機能
・コンタクト機能

・各種機能に一定の有効性が認められた
・区内事業者の詳細情報が有用
・複数の案件を一元管理できるのが良い
・「開発協力」「加工相談」の違いが分かりにくい
・チャットボットに表示される選択肢が分かりにくい
・レコメンド結果が五十音順で表示されるため、より

条件に合致した事業者を探す手間が掛かる　等

・10程度の企業・団体に限定公開して実施
・利用を通じて改善点を抽出し、改修するというサイ

クルを繰り返した

コンテンツによる流入獲得を検証
・週間・月間での訪問者数
・流入経路
・利用デバイス（PC、スマートフォン等）
・各コンテンツの閲覧時間

・コンテンツに一定の訴求力が認められた
・Facebookでのプロモーションの実施によって多

数の流入を獲得（実証実験期間中で最多週間訪
問者数）

・流入拡大のためには、コンテンツの頻繁な更新や
他のWebサイトとの連携等の仕掛けが必要　等

青字：良かった点　　赤字：改善点

・あらゆるユーザーに一般公開

事業を進める中で直面した課題

実証実験2

WebサイトAIマッチングシステム

検証内容

検証結果

実施方法

本事業は実証実験として実施したため、大田区製造業の競争力の維持・強化に向けては、そこで得た成果や課題を今後の取組へと
繋げていく必要がある。特に、精緻なマッチングを行うためには、区内事業者の情報や技術的な専門用語等をデータとして蓄積し
ていく必要があることが分かった。そのため、今後、それらの情報をデータベースとして整備していく予定である。また、併せて、ユ
ーザビリティを更に向上し、本格稼働に繋げていくことを目指している。
本格稼働に向けては、マッチングシステムとコーディネーターの連携等により、同様の登録制マッチングサービスとの差別化を図る
とともに、セキュリティ対策やデータ精度の維持に要する費用を考慮し、費用対効果を兼ね備えたビジネスプランを構築していく。

今後の展望

課題 対応内容

1.システムの対象範囲

2.AIの活用方法

3.ユーザー利便性

受注に至るまでのプロセスの中で、今回のシステムの対象
範囲について、細部に関しての認識が関係者間で合致して
いない部分が見られた。

「AI マッチングシステム」として検討を開始したにもかかわ
らず、AI をどのように活用するのかが明確になっていない
部分が散見された。

開発側の意向のみならず、利用者側の要望等も踏まえて開発
を進めたが、実際に利用してもらうと、「分かりにくい」「見に
くい」「使いづらい」という点が多数見つかった。

受発注プロセス全体を整理し、本事業では区内事業者のレコ
メンドまでをマッチングと定義した。対象が明確になったこと
で議論が進み、開発のボリュームとしても問題なく進めるこ
とができた。

①発注者が AI チャットボットに入力する用語の表記ゆれの解
消、②マッチング精度向上のための蓄積データに基づく学習
という 2 点に対して AI を活用することを確認した上で開発を
進めた。

ユーザーである発注者・区内事業者の意見を受けて改修する
ということを何度も繰り返し、「使いやすい」「使いたい」と
思えるシステム開発を進めた。
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